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新規受診した糖尿病を持つ人における早期ガイドライン遵守治療が及ぼす受診中断への影響 糖尿病治療における治療アドヒアランスと心血管疾患リスク

糖尿病を新規に指摘された後で、治療を受けないことを予測するための機械学習 糖尿病治療を受けていることによる、COVID-19感染への効果修飾

介入
中断率
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中断率

（介入あり）
相対リスク 95%信頼区間 P値

ガイドライン遵守治療 21.8% 17.2% 0.79 0.69 – 0.91 0.001 

栄養食事指導 21.1% 15.9% 0.75 0.62 – 0.90 0.002 

眼科受診 20.7% 19.3% 0.93 0.74 – 1.17 0.551 

当講座は、糖尿病をはじめとする非感染性疾患(NCDs)におけるエビデンス構築のための研究を中心に活動している。

糖尿病初回指摘の受診時の、ガイドライン遵守治療がその後の受診継続離脱を
防ぐ可能性を示唆。特に、栄養食事指導が有効な可能性が示唆された。

左図：背景因子調整前後での交絡因子の分布
傾向スコアによる調整で、分布の差異は縮小

表：調整後の受診離脱の割合のリスク差
ガイドライン遵守治療と受診離脱の低下が関連
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10,645人の新規糖尿病スクリーニング陽性者において、13変数の既存モデルとlasso回帰で選択された4変
数のモデルでは、後者の方が予測能が良かった。(1) 過去12ヶ月の医療機関受診頻度 (2) HbA1c (3) 脂質
異常症薬処方 (4) 降圧薬処方、の順で未受診を予測していた。

変数の重要度
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糖尿病を持っている人の中で、2019年に糖尿病診療を受けなかった群では、HbA1c高値とCOVID-19罹患
リスクの関連性がみられたが、受診した群では、このような関連性はみられなかった。
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糖尿病に対して、定期受診をしている
群としていない群で、50以上の交絡因
子を調整後、心血管疾患発症を比較
した。
良好なアドヒアランス群は、そうでな
い群に比べて、少ない心血管疾患発
症リスクと関連していた。
特に脳卒中の低い発生頻度と関連
していた。層別解析では、より若年群
や、HbA1cが低い群で、より顕著に関
連していた。
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